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(2)推進体制

①　「省エネルギー推進委員会」による方針、目標を再度決定し、学院全体それぞれの取組み項目を定める。　②　設備面では、省
エネルギー設備への更新、導入を計画的に実施する。

①　電気の需要の平準化のため、設備面では、夜間電力使用設備の導入、管理面では、最適運転開始、終了時間を設定し、運転時間
の効率化を図る。
②　場所別、用途別に室温を設定し、最適化を図る。

◎　事業活動に係る温室効果ガス排出及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化対策

　(1)温室効果ガスの削減状況についての見解(計画の最終年度に目標が達成できなかった場合、その理由)

①　消費電力、燃料消費量の多い空調機等について、点検保守管理を実施し、維持向上に努めた。
②　照明のLED化を計画的に実施している。
③　教職員に対し、前年度エネルギー使用実績を説明し、エネルギー管理への取組みを周知した。
　　しかしながら夏季、冬季の異常気温による空調機の負荷増により、削減目標を達成できなかった。

平準化の措置として、
①　夏季、冬季におけるエアコン運転管理の徹底を図るため、使用教室のスケジュール管理に努め実施した。
②　教職員への節電の周知、協力要請を行った。

　　（温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値を複数設定した場合の設定方法）

区分
削減目標 第1年度 第2年度 第3年度

選択
削減率（排出量ベース）

削減率（原単位ベース）

削減率（平準化補正ベース）

吸収量による削減率

　　温室効果ガスの排出に係る原単位の設定内容（目標削減率(原単位ベース)を選択した場合のみ記入）

　　温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値

　(3)温室効果ガスの削減目標の達成状況

  (2)前年度における温室効果ガス総排出量

区分 基準年度( 前年度(

温室効果ガス総排出量 7,125 7,128

温室効果ガス総排出量（平準化補正後） 8,080 8,135

植林、緑化、森の保全による二酸化炭素の吸収量 0

日（3年間）

特定事業者の主たる業種 81学校教育

該当する特定事業者の要件

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第１号に該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第２号に該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第３号イ又はロに該当する
者

事業の概要 大学・短期大学・専門学校・幼稚園における学校教育

◎　温室効果ガスの削減目標の達成状況

　(1)計画期間

実績報告書

届出者 住所
大阪府大阪市東住吉区矢田

氏名
学校法人　塚本学院

2丁目14番19号 理事長　　塚本邦彦


